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論 文 要 旨 
 
 














































第三章 参与の問題系―ゴング打奏を中心として  
 
























































































































































審 査 結 果 の 要 旨 
 
 
＜論文審査＞   
 
審査の方法 





















ン村一帯で実施されており，同州に居住するクルンの人口は約 22,000 人，同村落の人口は約 300
人である。クルンの人びとは，大きく分けて 4種類の霊的存在──「アラク」（アニミズム的な精
霊），「ブラハ」（いわゆるカミ的な存在），「カヨック」（死霊），「ブユー」（生き霊の一種）──を
分類・認識しているが，本章では二人のクルンが語った霊的存在との遭遇談が逐語訳によって提
示される。申請者は，これら二つの語りのいずれにおいても，霊的存在の出現が擬音語で表現され
ていることに着目し，廣松渉の「表情論」を援用しながら，それらの擬音語表現が「身体的経験を
とおして共振的に感得された表情だ」と述べる。 
第三章「参与の問題系」では，病気の治癒や災厄の沈静化を祈願して，霊的存在に動物（水牛，
牛，豚，鶏）を捧げ，霊をなだめる供儀におけるゴング打奏（こぶ付きゴング 5台の合奏）の概略
が記述されたあと，「参与」の問題とそれに関連する諸問題が論じられる。「参与」は，英語の”
participation”から発想された概念であり，「参加すること」「分かちあうこと」「様子や調子を帯
びること」といった意味を内包している。申請者は，これらのうち「様子や調子を帯びる」という
様態に関する側面に注目し，それを「参与の様態」と呼ぶ。「参与の様態」はさらに，主体と主体，
あるいは身体と身体の「あいだ」の問題，事物の様態や身体的な様態をあるまとまりをもつものと
して感じとる「感触」の問題，そして人と人とがたがいに帯びあい，共振しあう「共調」の問題へ
とつながっていく。 
第四章「ゴング打奏の感触」は，申請者自身がこぶ付きゴングを実際に打奏した経験に関する微
視的・内省的・現象学的な記述ではじまる。クルンによると，ゴングの響きは「ニュム」（甘く美
味）でなければならない。「ニュム」であるためには，自分の身体とゴングとが「共調」し，かつ
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自分のゴングの響きと他の奏者たちのゴングの響きとが「共調」しなければならない。この後者の
関係性は特に，音響的な「あいだ」の問題として，また「間身体的な共調」の問題としてクローズ
アップされる。すなわち，演奏者たちが生みだす響きの「あいだ」，そして演奏者たちの身体の「あ
いだ」には，ある共調関係が存在し，その共調関係は，実在的で身体的な「感触」として──「ニ
ュム」や「ロク」（楽しさ，すがすがしさ）として──感知されると論じる。 
第五章「供儀のゴングと気分」では，畑の精霊をなだめるために 2 日間にわたって実施された
牛の供儀の背景と全プロセス──精霊を怒らせた理由，供儀の開始，病気で亡くした幼子と殺さ
れる牛に向けられた泣き語り，牛の周囲を歩き回りながらおこなうゴング打奏，牛の屠殺と解体，
肉を叩き刻む音，米の醸造酒や焼酎による酩酊状態，木の梁から紐で吊されたゴングの打奏，精霊
への祈祷，ふたたび歩き回りながらのゴング打奏，奏者たちの口に肉と酒を入れること，そして供
儀の終了──が詳細に記述される。この記述において強調されているのは，場面ごとの「気分」の
変化である。すなわち，ゴングをともに打奏する人びとは，ある共通の「気分」を帯びており，牛
が動物から肉へと変化する前後では，場の「気分」が明らかに異なる。あるいは，酒に酔うことで，
ゴングを打奏することが楽しくて仕方がないという「気分」が醸成され，供儀を無事に執りおこな
うことで，精霊をめぐる高揚した「気分」は，いったん鎮められる。 
第六章「気分と精霊」では，病癒しの儀礼が取り上げられる。クルンのあいだで病気は，何らか
の理由で恨みをいだいた霊的存在によって引き起こされると考えられており，病癒しの儀礼は，
霊媒師がその原因となった出来事を突きとめて，病気を治療することが主眼となる。儀礼におい
てはまず，霊媒師がみずからに精霊を憑依させ，病気の原因が託宣される。そして独特な語り口で
祈祷がおこなわれ，病人の親族によって豚と鶏が殺され，供物として精霊に捧げられる。その後，
病気の原因と特定されたさまざまな出来事が，決められた手順に従って処理され，病癒しの儀礼
は終わる。今回の病気の原因となった事柄の一つは，病人の住む母屋からしたたり落ちる雨だれ
が，軒下にある木の切り株の精霊を怒らせたことにあった。そのため切り株は掘り起こされ，他の
場所に移されたのだが，申請者はその背景に，村人たちが共通して雨や雨季を不快に思う「気分」
が働いていると見る。すなわち，人と環境の「あいだ」にある「気分」こそが，精霊という存在自
体と精霊が雨だれを嫌がる「気分」を生みだしているのではないかと推論する。 
第七章「音響的経験としての憑依儀礼」では，大がかりな水牛の供儀とともにおこなわれた霊媒
師による病気治療のための憑依儀礼が，音響的プロセスを特に強調しながら記述される。霊媒師
への精霊の憑依は，シングルリードの竹笛とゴブレット型の片面太鼓の音によって導かれるが，
霊媒が小声で歌いはじめることが，精霊の憑依のしるしと考えられている。憑依する霊はそれぞ
れ固有の歌をもっており，どの歌がうたわれるかによって，憑依霊の身元が確認される。ひと晩の
憑依儀礼において数十種類の精霊が入れ替わり立ち替わり憑依し，霊媒の口をとおして，病気の
原因や治療の方法などをそれぞれ独特の口調で託宣する。憑依儀礼の場には，霊媒師の託宣する
声をはじめ，竹笛や太鼓の音，供儀で用いられているゴングの音，周囲の人びとのざわめく声な
ど，じつに雑多な音が音響的に「参与」し，そのなかで霊媒師は座ったまま，腕と手，上半身を柔
らかくしならせるように揺らしながら託宣をおこなう。その揺れには人と精霊がともに「参与」
し，霊媒師＝精霊の身体が「共調」し，そこに「住みこむ」ようにして揺れを増幅させる。そうや
って現れ出てくる「気分」や「感触」をとおして，人びとは音響的かつ霊的な力を帯びるようにな
ると結論づける。 
本論文に関して，次のような点を高く評価することができる。(1) 現地フィールドワークの遂
行自体が困難な環境のもと，忍耐強い長期調査をとおしてクルン語を習得し，それによって得た
貴重な民族誌的データ（特に牛の供儀および霊媒師による憑依儀礼に関する音響的・民族誌的記
述）を提供している。(2) 音響事象にたいする人びとの「参与の様態」記述をとおして，かれらの
音響的経験の根底にある「気分」や「感触」を描きだそうとする試みは，民族音楽学や音響人類学
の領域において，従来企てられたことのない画期的なものであり，「あいだ」や「共調」といった
独特の分析概念とあいまって，本論文の際立った独自性と先端性をあらわしている。 
 以上を総合的に判断したうえで，審査委員全員一致で，本論文が博士（音楽学）の学位論文と
して相応しいものであると判定するとともに，口述試験を合格とした。 
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